
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
寝屋川市上下水道事業経営戦略で定める将来に向けた実

現方策は、第 4 章や第 5 章で定めた財政計画に基づき実践

します。 

経営戦略の実効性を向上させるため、PDCI サイクルを

導入し、毎年度進捗状況を確認・把握していきます。さら

に、5 年間に 1 度、計画内容の見直しを実施し、経営基盤

の安定を目的に将来に向けた取組を推進していきます。 

 
はじめに 

 
下水道事業の現状 

 

経営戦略の事後検証、更新 

経営改善に向けた施策 

 
投資・財政計画 

【『投資』における取組】 

*施設のダウンサイジング 

 施設の更新時に、設置環境、使用状況等を検証し、規模、機能の最適化を目指します。 

*資産の長寿命化・投資平準化 

 下水道ストックマネジメント実施方針に基づいて継続的に行う点検、調査の結果を踏まえて修繕・改築計画

を定期的に見直すことで、修繕・改築に要する費用の平準化に努めます。 

*経費削減 

 資産の適切な管理による修繕費の削減や、施設規模、機能の最適化による費用の削減に努めます。 

【『財源』における取組】 

*適正な使用料水準の検討 

経営戦略期間中は、総収支比率が 100％以上となる見込みのため使用料改定は予定していませんが、人口減

少や節水型生活様式の進展を背景に下水道使用料収入は減少を続ける見込みであり、将来的に適正な使用料水

準のあり方について検討を実施する必要があります。 

*企業債借入の検証 

 企業債は、事業計画をもとに借入し、世代間の負担の公平を図ります。 

 借換債により、金利低下による原価低減を実現します。 

 企業債残高は、将来 10 年間で 40％程度の削減を目標とします。 

【経営戦略策定の趣旨】 

本市の上下水道事業サービスを持続的に提供していくためには、人口減少や節水型社会の進展による水道使

用量の減少、施設の経年化による更新需要増大等の課題に対し、戦略的な投資計画、経費区分を明確化した上

でのコスト縮減策等の施策を進め、より一層の経営の効率化と経営基盤の強化を図ることが求められます。そ

のため、水道事業アセットマネジメント、下水道ストックマネジメントの結果に基づく中長期の投資・財政見

通しを踏まえて、今後 10 年間の投資・財政計画を整理し、上下水道事業経営戦略としてとりまとめるもので

す。 

【経営戦略の位置づけ】 

寝屋川市上下水道事業における取組に対し、投資・財政見通しを明確化し、経営戦略としてとりまとめるこ

とで、事業全体の経営状況を俯瞰した上で、投資・財政計画の裏付けに基づき、各取組への戦略的な投資を進

めていくものとします。 

 

【計画期間】  令和２年度～令和 11 年度（10 ヵ年） 

 

経営改善に向けた施策を踏まえ、投資・財政計画を策定しました。 

 

下水道使用料と当期純利益 

 

企業債残高と建設改良費 
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下水道使用料 当期純利益

予測
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企業債残高 建設改良費

予測

１．施設の老朽化 

 平成 30 年度の寝屋川市下水道ストックマネジメント実施方針で施設・管路の 100 年間の更新需要を算出。 

 健全度を保つための投資は、最大 13.6 億円以上、平均 9.1 億円以上と算出されました。 

 近年の改築は年間 1 億円程度であり、今後、大幅な増額が必要と考えられます。 

 

２．使用料の状況 

寝屋川市の下水道使用料は、消費税の転嫁を除くと、平成 21 年 4 月の改定を最終としています。 

本市の経費回収率は、平成 28 年度以降において 100％以上で推移し、汚水処理に係る費用を下水道使用料

で適切に賄うことができている状況です。 

３．経営状況 

下水道事業の総収益の約５７％が下水道使用料収入、総費用の約 9５％が固定費となっています。固定費は、

汚水処理量に関係なく、下水道施設を適正に維持していくために固定的に必要とされる費用であるため、削減

が難しい費用です。 

過去５年間の実績では、下水道使用料収入は減少傾向にありますが、業務効率化による経常経費の削減によ

り、汚水処理原価が低下し、経常利益を確保することができています。 

４．経営課題 

本市は、雨水排水能力の増強のため、高宮ポンプ場整備事業、古川雨水幹線整備事業を推進しており、経営

戦略期間中は、雨水事業、汚水事業をあわせて平均１８億円程度の建設投資を実施していく方針です。 

企業債残高は、減少を続けているものの、依然として高い水準にあり、将来負担を考慮する中で、借入と償

還のバランスを取る必要があります。 

職員１人当たりの処理区域内人口が、大阪府内の法適用類似団体平均の２倍以上となっており、効率的に事

業を運営することができているものの、今後はいかに技術を継承していくかが課題となっています。 
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